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新年のご挨拶
一般財団法人日本航空協会 会長　植木 義晴
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新年あけましておめでとうございます。
日本航空協会を代表し、令和 8 年の新年のご挨拶を申し上げます。
　昨年、アメリカではトランプ政権が発足し、国内では高市内閣が誕生して国内外の情勢に大き
な変化が起きましたが、長期化しているウクライナ侵攻を初めとする国際情勢の懸念の多くは
残ったままとなりました。しかし、AI をはじめとするデジタル技術の進化、スポーツでの日本
選手の活躍、大阪・関西万博の未来志向の取り組み、そして日本人 2 名のノーベル賞受賞など、
希望を感じる話題も多くありました。
　このような状況の中で、航空宇宙はさまざまな技術革新をもとにサービスの充実・向上に繋が
る未来への道筋を切り拓いていく使命を担っており、当協会は定款に定める「航空宇宙思想の普
及」「航空宇宙文化の醸成」「航空宇宙技術の向上」を使命に全力を尽くしてまいります。
　本年は世界初の火星圏への往還（火星衛星からのサンプルリターン）を目指す「火星衛星探査
計画（MMX）」の始動が予定されており、当協会の航空宇宙思想普及活動を通じて、この JAXA
主導の国際宇宙プロジェクトへの国民の関心を高め、航空宇宙文化の醸成に力強くつなげてまい
ります。
　昨年、航空遺産継承事業では、新たに 2 件の重要航空遺産の認定を行いましたが、これからも
日本の航空文化を未来へ繋ぐ責務をしっかりと果たします。文化情報事業でも講演会や航空図書
館を通してより一層の航空宇宙思想の普及に努めます。また、次世代宇宙航空人材の育成に貢献
するべく関係団体・企業と 2025 年夏に共催して好評をいただいた「夏休み航空宇宙教室」を、今
年も開催する予定です。
　航空スポーツ事業では関係先との連携を確実に行うことで多くの競技会やイベントの開催に大
きく貢献しました。昨年 10 月にはフィンランドで開催された国際航空連盟（FAI）総会において、
世界の仲間たちと交流し、航空スポーツの発展に向けて情報交換を行いました。
　航空スポーツの安全確保は特に喫緊の課題であり、安全意識向上のための啓発活動を一層強化
し、航空スポーツ統括団体と連携を深め、安全・安心な環境の実現を目指します。
　他にも航空会館テナント・貸会議室事業、そして受託事業である国際線発着調整事務局業務な
ど、航空宇宙関係に関わるステークホルダーの皆様との緊密な連携により確実にその役割を果た
していく所存です。
　さて、ご存知の方も多いと存じますが航空会館屋上には航空神社が鎮座しており、私は同神社
の奉賛会会長を務めております。昨年秋には新たなお守りと御朱印帳を作成いたしました。皆さ
まの航空平安祈願のご参拝をお待ち申し上げます。
　最後になりましたが、本年も当協会の事業に対し、変わらぬご理解とご協力を賜りますよう、
心よりお願い申し上げます。皆様方と航空宇宙業界のさらなるご発展と多幸を祈念し、新年のご
挨拶とさせていただきます。
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はじめに

　H-IIA ロケットは、2025 年 6 月 29 日の 50 号
機による「いぶき GW（GOSAT-GW）」の打上
げをもって運用を終了し、日本の基幹ロケットと
しての役割を終えました（図-1）。長年、同ロケッ
トに関わってきた者として、この機会に「H-IIA
ロケットを振り返って」というテーマで、これま
での開発と運用の歩みを振り返りたいと思います

（注 1）。
　筆者は1989年（平成元年）に宇宙開発事業団

（以下 NASDA、現・宇宙航空研究開発機構（以
下 JAXA））に入り、最初の勤務地は種子島宇宙
センターでした。当時、NASDA では H-I ロケッ
トが、宇宙科学研究所（ISAS）では M-3S-II ロ
ケットが打ち上げられていました。その後、ロ
ケットの開発部門に異動し、H-I ロケットの後継
である H-II ロケットの開発に携わりました。
　H-II ロケットの後継機として開発されたのが
H-IIA ロケットでした。筆者は試験機 1 号機の
成功からその後の運用に関わりましたが、途中で

企画部門に異動し、6 号機打上げの際には、危機
管理対応の担当として種子島に出張しており、
H-IIA ロケットで唯一の失敗に遭遇しました。
その後、7 号機以降は成功が続き、13 号機からは
三菱重工業に打上げ事業が移管され、民間主導の
体制のもとで打上げが行われてきました。民間に
よ り、H-IIA ロ ケ ッ ト は 13 号 機 以 降 の 38 機、
H-IIA ロケットの増強型である H-IIB ロケット
は 4 号機以降の 6 機が打ち上げられ、いずれも成
功しています。
　民間移管後、JAXA は信頼性の向上、設備の
維持・改修などの活動を継続するとともに、
H-IIA ロケットに更に磨きをかけるため「基幹
ロケット高度化プロジェクト」に取り組みまし 
た。筆者はこの開発でプロジェクトマネージャを
務め、その成果を適用した 29 号機の打上げにも
携わりました。また三度目の種子島勤務の際に
は、鹿児島宇宙センター兼種子島宇宙センターの
所長として、打上げ時の安全監理責任者を務めま
した。その後、異動し、H-IIA ロケットの最終号
機となる 50 号機は、現在のチーフエンジニア室

H-IIAロケットを
振り返って
H-IIAロケットを
振り返って

JAXAチーフエンジニア室参与
川上 道生

注1：2025年9月2日 ( 火 ) に航空会館において同じタイトルで講演した。



図‒1　2025年 6月 29日、H-IIAロケットの最終号機である 50号機が打ち上げられた（©JAXA）



図‒1　2025年 6月 29日、H-IIAロケットの最終号機である 50号機が打ち上げられた（©JAXA）
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の立場で迎えています。
　日本のロケット開発には、固体ロケットと液体
ロケットの二つの系統があります（図-2）。固体
ロケットの系統は、糸川英夫博士のペンシルロ
ケットに始まり、内之浦宇宙空間観測所を打上げ
射場として K シリーズ、M シリーズ、イプシロ
ンロケットと続き、現在はイプシロン S ロケット
の開発が進められています。一方、液体ロケット
の系統は、種子島宇宙センターを打上げ射場とし
て N-I ロケット、N-II ロケット、H-I ロケット、
H-IIロケットと続き、本稿のテーマであるH-IIA
ロケット、H-IIB ロケットへと発展し、現在は
H3 ロケットの開発・運用に至っています。

H-IIロケットからH-IIAロケットへ

　H-II ロケット以前の N-I、N-II、H-I ロケット
はいずれも主要部分に米国から導入された技術が
使われておりました。このため、運用に際しての

制約があったり、打上げ能力についても不足して
いたりしました。こうした制約を打破し、真に国
産のロケットを目指して開発されたのが H-II ロ
ケットです。H-II ロケットは、全段国産化を達
成した初の大型ロケットであり、4 トン級の衛星
を GTO（静止トランスファー軌道）に投入する
能力を持っていました。
　H-II ロケットの開発によって、日本は米国技
術への依存から脱却し、衛星打上げ能力の向上と
コスト低減を同時に実現しました。さらに、打上
げ事業の商業化を見据え、株式会社ロケットシス
テム（RSC）が設立されるなど、宇宙輸送の自立
化に向けた体制も整えられました。しかし、順調
に見えた H-II 計画は、思わぬ課題に直面します。
開発初期には 1 ドル＝ 240 円程度であった為替
レートが、円高の進行によって半分以下となり、
結果的に H-II ロケットは高価なロケットになっ
てしまったのです。マスコミからは「高いロケッ
ト」と批判され、厳しい評価を受けました。

©JAXA

図–2　日本のロケット開発の歴史
点線は開発期間、実線は運用期間、数字は打上げ数を示す
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　そのような状況のなか、より低コストで信頼性
の高いロケットを目指して H-IIA ロケットの開発
が始まりました。H-II ロケットがまだ運用を続け
ていた時期に、すでに H-IIA ロケットの検討が進
められており、さらなるコスト削減を目的に開発
に着手しました。開発が進む中で H-II ロケット
は 5 号機、8 号機と 2 機続けて打上げに失敗しま
した。この結果、残っていた 7 号機の打上げは中
止され、H-IIA ロケットの開発に集中する方針が
決定されました。なお、この 7 号機として準備さ
れていた機体は、2008 年度に国立科学博物館によ
り「重要科学技術史資料（愛称：未来技術遺産）」
に登録され、現在、種子島宇宙センターの展示施
設において、来訪者が間近で見ることができます。
　H-IIA ロケットは、開発の最終段階でいくつ
かの課題に直面しましたが、2001 年 8 月 29 日に
無事初号機の打上げに成功しました。続く2号機、
3 号機、4 号機、5 号機も成功し、H-IIA ロケッ
トは安定した運用の第一歩を踏み出しました。5

号機までの打上げで、基本形態だけでなく固体補
助ブースターを装着した形態や、2 基の衛星を同
時に打ち上げるデュアルフェアリング、直径 5 m
の大型フェアリングなど、多様な形態の実績が積
まれていきました。

H-IIAロケットと種子島宇宙センター

　鹿児島県には日本の基幹ロケットを打ち上げる
射場が 2 つあります。一つは大隅半島にある内之
浦宇宙空間観測所で、固体ロケットが打ち上げら
れています。もう一つが種子島の南種子町にある
種子島宇宙センターで、液体ロケットが打ち上げ
られています。種子島宇宙センターには 2 つの射
点があり、H-IIA ロケットは第 1 射点から打ち上
げられてきました。射点の近くには大型ロケット
組立棟があり、隣接して発射管制棟が設けられて
います（図-3）。
　発射管制棟は H-IIA ロケットおよび H-IIB ロ

©JAXA

図–3　種子島宇宙センター大型ロケット発射場
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ケットの打上げに使用されてきましたが、H3 ロ
ケットではその機能が射点から離れた警戒区域の
外に移されています。
　H-IIA ロケットの全体の形状や能力は、H-II
ロケットとよく似ています。特徴の一つは、コス
トの大幅な削減です。H-II ロケットが 1 機あた
り約 200 億円であったのに対し、H-IIA ロケット
では半額以下、100 億円を切る水準を実現しまし
た。また、信頼性の向上を図るとともに、打上げ
作業期間の短縮にも取り組みました。種子島への
輸送から打上げまでの準備期間を短くすること
で、効率的な運用を可能にしています。
　また、多様なミッションに対応出来るよう、複
数の形態が用意されました。基本形態は、コア機
体と呼ぶ本体の両側に大型の固体ロケットブース
ターを 2 本取り付けた 202 型ですが、固体ロケッ
トブースターを 4 本装着した 204 型や、初期には
より小型の固体補助ブースターを追加した 2022

型、2024 型をラインアップして、搭載する衛星
や探査機の重量や目的に応じてキメ細かく使い分
けられるようにしました。
　H-IIA ロケットは通算 50 機のうち 49 機が成功
し、H-IIB ロケット（9 機全て成功）と合わせた
成功率は 98. 3％（58/59）に達しました。これは
世界的にも高い水準の成功率です。また、オンタ
イム打上げ率は 80％を超えています。輸送シス
テムとして、顧客が望む時期に確実に打ち上げる
ことが求められる中で、高い運用信頼性を維持し
てきたといえます。なお、この数値には天候によ
る延期は含まれておらず、天候条件によっては打
上げが行えない場合もあります（図-4）。
　H-IIB ロケットは、H-IIA ロケットをベースに
能力を増強した機体です。第 1 段コア機体の直 
径を 5 m に拡大し、エンジンを 2 基搭載、固体ロ
ケットブースターを 4 本装着することで打上げ能
力を高めました。国際宇宙ステーションへの物資

©JAXA

図–4　H‒IIA/Bロケットの概要
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補給機「こうのとり（HTV）」の打上げに使用さ 
れ、計 9 機が打ち上げられました。
　搭載する衛星は質量や大きさがさまざまである
ため、H-IIA/B ロケットでは複数の衛星フェア
リング（ロケットの先端で衛星を覆う保護カ
バー）が用意されました。衛星を 1 基収容する
4S 型や 5S 型、「こうのとり」用の 5SH 型、2 基
同時に打ち上げるための 4/4D-LC 型などが使わ
れました。衛星とロケットを結合する衛星分離部
もミッションに合わせて選定され、さまざまな仕
様が用意されていました。
　H-IIA ロケットは、複数の企業の協力によっ
て製造されています。日本各地で製造されたサブ
システムは海上輸送によって種子島に運ばれ、現
地で最終的な組立てと点検が行われます。
　コア機体は南種子町の島間港に到着後、トレー
ラーで深夜帯に輸送されます。交通への影響を 
避けながら大型ロケット組立棟（VAB）に搬入

され、移動発射台（ML）の上に 1 段目を起立さ 
せ、その上に 2 段目を搭載、さらに固体ブース 
ターや衛星を収めたフェアリングを取り付けて完
成させます。打上げのおよそ半日前に射点へ移動
し、最終点検と推進薬の充填を行い、打上げに 
備えます。H-IIA ロケットでは、島間港への到
着から打上げまでおよそ 1～1. 5 か月を要しまし
たが、後継の H3 ロケットではこの期間を 2 週間
程度に短縮することを目指しています（図-5）。
　打上げ当日は、打上げ時刻に合わせて準備を始
め、ロケットを射点へ移動させます。その後、推
進薬の充填、最終点検を経て、打上げの約 270 秒
前から自動カウントダウンに入ります。この段階
では、異常がない限り人が介入することはなく、
シーケンスは自動的に進行します。
　打上げ前のロケットの管制は、射点から約
500 m 離れた地下約 12 m の発射管制棟で行われ、
約 100 名が打上げ作業にあたります。安全は確保

図–5　ロケットの組立・打上げ（H‒IIAの例）

©JAXA
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されていますが、推進薬充填中は出入りができ
ず、やや過酷な作業環境でした。H3 ロケットで
はこの機能を警戒区域外の 3 km 地点に移設し、
人の出入りが可能な運用としています。
　ロケットが打ち上がると、役割を終えたサブシ
ステムを次々と分離し、身軽になることによって
速度を上げ、衛星の投入軌道へ向かいます。
GTO ミッションの場合、東方向に打ち上げられ、
赤道上空を過ぎたあたりで衛星を分離します。飛
行中の状態は、種子島、小笠原、キリバス共和国
のクリスマス島などに設置してある地上局でロ
ケットから送られてくる電波を受信することで把
握しています。受信した情報は種子島にある総合
指令管制棟に送られます。南方向に打ち上げる場
合には、グアム島に設置された地上局が使用され
ます（図-6）。

6号機の失敗と信頼性向上

　2003 年 11 月 29 日（土）の H-IIA ロケット 6
号機の打上げにおいて固体ロケットブースター

（SRB-A）2 本のうち右側の 1 本が分離されず、
打上げは失敗しております。正常であれば、燃焼
を終えた後に分離されるはずの約 10 トンの重さ
の SRB-A の 1 本が付いたままとなり、これが錘
となったために想定した速度上昇が得られません
でした。その結果、軌道投入は不可能と判断され、
指令破壊が行われたのです（図-7）。
　飛行中のロケットから送られてくる映像からも
片側の SRB-A は正常に分離したものの、もう一
方が機体に付いたままであることが確認されまし
た。
　得られたデータ等から原因究明が行われ、原因
は SRB-A のノズル内部に侵食が生じ、燃焼ガス
が外部に流出し、この高温ガスが分離のための導

©JAXA

図–6　H‒IIAロケット（GTOミッション）飛行経路と地上局配置図
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爆線を損傷したことにより、上側の分離機構が作
動せず SRB-A を分離できなかったと結論づけら
れました。
　続く 7 号機の打上げを控えていましたが、打上
げを中断し、SRB-A の改良に取り組みました。
原因の再現試験を含む地上燃焼試験を繰り返し、
設計の見直しを進めました。失敗したものと同じ
条件で製作したモーターを用いた再現試験では、
実際に飛行中に起きた事象と同様と考えられる事
象が発生しました。筆者は送られてくる映像を見
ていましたが、本当に驚いたことを覚えていま
す。
　SRB-A の改良に向けて、燃焼圧力の低減やノ
ズル形状の変更など、複数の対策が講じられまし
た。さらに、製造や検査工程の見直しを含む信頼
性強化策が進められ、約 1 年 3 か月後に 7 号機の
打上げが行われました。改良後の SRB-A は正常
に作動し、分離も成功し、打上げは無事成功に終

わりました。搭載された衛星は気象・通信・航空
管制を目的とした多目的衛星 MTSAT-1R であ
り、ミッションも順調に達成されました。
　その後、8 号機から 12 号機までの打上げはす
べて成功し、信頼性の回復が実証されました。
11 号機では、初めて 4 本の SRB-A を装着した
204 型の初打上げにも成功し、H-IIA ロケットの
運用体制が確立していきました。
　失敗を振り返ると、H-II ロケットで使用され
ていた SRB から、より高性能を狙って開発され
た SRB-A への移行過程に無理があったのではな
いかという反省もあります。燃焼圧力は従来の約
2 倍となり、地上試験でもノズルの侵食が観測さ
れていました。対策を講じた上で慎重に打上げに
臨んだものの、結果的に 6 号機で問題が顕在化し
ました。
　この失敗を受け、JAXA 内外に多数の調査・
検討委員会が設置され、多岐にわたる多面的な見

©JAXA

図–7　H‒IIAロケット 6号機の飛行状況
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直し、対策が進められました。これらの取り組み
が、今日に繋がる JAXA の基礎となり、ロケッ
トの信頼性向上、その後の連続成功を支える礎と
なったものと考えます。

民間移管

　H-IIA ロケットは、2007 年の 13 号機から三菱
重工業に移管され、民間主導の体制で打上げが行
われるようになりました。民間移管の方針は、実
は 6 号機の失敗よりも前から検討されており、総
合科学技術会議や宇宙開発委員会の場で、H-IIA
ロケットを日本の基幹ロケットとして位置づける
とともに、将来的には民間に運用を委ねることが
国として決定されていました。当時は郵政民営化
など、国レベルの多くの分野で民間活力の導入が
進められており、そうした流れの一環として
H-IIA ロケットの民間移管も進められた面があ
りました。
　この方針に基づき、「H-IIA 民営化作業チーム」
が設置され、三菱重工業を移管先として選定し、
協定締結などの具体的な準備が進められました。
2007 年の 13 号機以降は、三菱重工業が主体と
なって打上げを実施する体制が確立され、以後も
高い成功率を維持しています。
　当時まとめられた「民営化作業チーム報告書」
では、国と民間の役割分担が定められました。民
間は品質向上活動を継続的に実施し、安全で確実
な打上げを行うとともに、営業・販売活動を通じ
て国内外のユーザーから打上げサービスを受注す
る。一方、国は、打上げの安全確保や、将来にわ
たって維持すべき基幹的な技術の保有を担う、と
いう体制です。
　この新しい枠組みのもとで、打上げ時の体制も
見直されました。従来は JAXA のもとで一体的
に行っていた作業を分担し、JAXA は打上げ安
全監理を担うこととされました。さらに、2018
年には「宇宙活動法」が施行され、打上げの安全
監理を含む一連の作業を打上げ実施者の責任のも
とで行う制度が整えられました。JAXA は三菱
重工業から打上げ安全監理契約を受託し、H-IIA
ロケットの最終号機まで、この体制のもとで安全
監理業務を実施しました。

基幹ロケット高度化プロジェクト

　H-IIA ロケットは高い成功率を維持してきま
したが、さらなる機能向上と国際競争力の強化を
目的として「基幹ロケット高度化プロジェクト」
が進められました。筆者はこの開発において、開
発の終盤から打上げまでプロジェクトマネージャ
を務めさせていただきました。H-IIA ロケット
による GTO ミッションにおいて、より衛星に優
しい打上げを実現し、できるだけ静止軌道に近い
高度まで投入できるようにすることが、この開発
の狙いでした（図-8）。
　従来、ロケットは衛星を GTO に投入するまで、
打上げ後 30 分から 1 時間ほどで役割を終えてい
ました。筆者自身も「ロケットは 30 分一本勝負、
搭載された機器を 30 分間完璧に機能させること
がロケット開発だ」と先輩から教えられてきまし
た。しかし、この開発では、打上げから 4 時間以
上経過した後に 3 回目の着火を行うという、これ
までにない新しい運用が求められました。慣性飛
行中の第 2 段機体の機能を長時間維持し、再び着
火させて衛星を静止軌道近くまで送り込むという
挑戦であり、日本のロケットとして初めての試み
でした。
　この 4 時間後の着火を実現するためには、技術
的に多くの課題がありました。特に第 2 段推進系
において推進薬の温度を適切に保つとともに、着
火前のエンジン予冷を確実に行うなど、熱設計や
熱制御に苦労しました。これらの課題を一つずつ
克服した結果、最終的には計画どおりの軌道投入
に成功し、H-IIA ロケットの機能を大きく向上
させることができました。
　この成功により、従来は欧州のアリアンロケッ
トなどが赤道付近の打上げ射場から打ち上げてい
た衛星を、日本からも直接打ち上げられる可能性
が開かれました。日本のロケット輸送能力が国際
的な水準に並ぶ大きな成果であり、商業打上げの
展開にもつながる重要な一歩となりました。
　この打上げの際、開発段階から慎重に準備を重
ね、筆者は、やるべきことはすべてやりきったと
いう思いで打上げに臨みましたが、打上げ直前、
疲労の影響か体に一時的な異変を感じたこともあ
り、自分では平静を保っているつもりでも、体は
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確実にプレッシャーを受けていたのだと後になっ
て実感しました。原因ははっきりしませんが、そ
れだけ責任の重さと緊張感の中で臨んでいたとい
うことだと思います。

打上げを振り返って

⃝新型コロナ感染拡大の中での打上げ
　新型コロナウイルス感染拡大の影響を受ける中
で行われた H-IIB ロケット 9 号機の打上げは、特
に印象に残る打上げでした。この当時、世界各地
で医療従事者などへの感謝を込めて、建物などを
ブルーに照らす活動が広がっておりましたが、世
界で初めてロケットをブルーにライトアップしま
した。記憶では打上げまで日数のないタイミング
で提案があり、現場で急ぎ準備を進めることに 
なりましたが、多くの関係者が医療や社会を支え
ている方々への感謝の思いを込めて取り組みまし
た（図-9）。

　種子島は離島という環境上、医療体制が十分と
はいえず、高齢者も多い地域でした。そのため、
地域の方々は感染に対して非常に敏感であり、外
部からの人の出入りにも神経を尖らせていまし
た。特に、JAXA をはじめとして打上げ関係者
は本州との往来が多いことから「種子島で 1 番目
の感染者はきっと JAXA 関係から出るのではな
いか」といった見方もされていたと思います。筆
者は当時、所長として「絶対に我々から感染者を
出さない」という強い決意で臨み、関係者に対し
て感染拡大防止を強く求めました。そのため「コ
ロナ所長」と呼ばれたりしましたが、地域の安心
を守るための当然の対応だったと思っています。
　また、通常であれば多くの見学者が島外からも
打上げを見に来ますが、この時ばかりは「今回は
見学を控えてください」というメッセージを出す
決断をしました。苦渋のメッセージでしたが、感
染拡大を防ぐためには避けて通れませんでした。
JAXA 単独ではなく、打上げ執行を担う三菱重

図–8　H‒IIAロケット高度化開発：H‒IIA 29号機（2015年 11月 24日打上げ）

©JAXA
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工業の責任者に相談し、連名で発表する形を取り
ました。こうした要請に即座に賛同してくださっ
たことは非常に心強く思ったことを覚えていま
す。
　世界各地のロケット打上げ射場がコロナ禍によ
り閉鎖されているというニュースが流れる中、種
子島、内之浦で計画通り打上げを続けられたこと
は、地元の方々のご理解ご協力とともに、打上げ
に関わる全ての方の努力、協力の賜物と感謝して
おります。

⃝30年前に設置した配管の破損
　もう一つ印象に残っている出来事として、設備
の経年劣化による打上げ延期があります。種子島
宇宙センターで使用していた H-IIA ロケット関
連設備の中には、H-II ロケット時代から継続し
て使われている 30 年近い設備もありました。配
管や構造物などの設備は急激な劣化を起こすこと
は少なく、毎年の定期点検でも大きな変化が見ら
れないため、劣化状態の把握が難しい側面があり
ます。ところが、H-IIA ロケット 41 号機の打上
げ当日に配管の一部に穴が開き、打上げを中止せ

ざるを得なくなったことがありました。
　この経験から、長期間にわたり徐々に進行する
劣化の検知がいかに難しいかを痛感するととも
に、だからといって「運が悪かったですね」で済
ませることはできないという思いを強くしまし
た。以後、設備管理の方針を全面的に見直し、「状
態を正確に把握する」「把握出来ないものは予測
する」「予測もできないものは定期的に交換する」
という考え方を徹底するとともに、最新の技術や
知見を積極的に取り入れ、設備を自らの手の内に
置くという姿勢で改善を進めました。この取り組
みを「リスクマネジメント保全」と名付け、継続
的な改善活動として取り組んでいます。
　現在では、ドローンによる点検や、塩害による
さびの発生状況の把握など、新しい手法も導入し
ています。こうした継続的な取り組みを通じて、
設備の安全性と信頼性を確保しながら、日本の宇
宙輸送の安定した運用を支えています。

H-IIA からH3へ

　H-IIA ロケットは、50 号機の打上げをもって

©JAXA

図–9　  こうのとり 9号機を搭載したH‒IIBロケット 9号機は打上げ（2020年 5月 21日）前にコロナ禍の
医療関係者、地元の方々など打上げにご理解とご協力をいただいたすべての方々への感謝の気持ち
を表すブルーのライトアップが施された
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その役割を終えました。長年にわたる成果は、次
世代の H3 ロケットへと確実に引き継がれていま
す。H3 ロケットは、日本のロケット開発の現時
点における集大成といえる存在です（図-10）。
　H-IIA ロケットから大幅なコストダウンを進
めるとともに、ユーザーフレンドリーで国際競争
力のあるロケットを目指して開発されました。
2025 年 10 月 26 日には「こうのとり」後継機の
HTV-X（新型宇宙ステーション補給機）の打上
げに成功し、試験機 2 号機以来、5 機連続成功を
収めています（2025 年 11 月現在）。3D プリン 
ターの活用や民生部品の適用など、新しい技術を
取り入れながら、より安価で柔軟なロケットづく
りが進められています。

おわりに

　H-IIA ロケット 50 号機の打上げを終えた後、
筆者は JAXA のホームページにコラムを寄稿し
ました（注 2）。そこでは、長年携わってきた

H-IIA ロケットへの感謝と、最終打上げを終え
た後の打上げ射点で感じた少し寂しい思いを記し
ています。打上げ後の射点には、二度とロケット
が立つことのない ML（移動発射台）が、いつも
の打上げ後と同じように残っており、その光景を
前にして感傷的な気持ちを抱きました。
　最後に、H-IIA ロケットの歩みを支えてくだ
さった多くの方々に心より感謝申し上げます。
　また、三菱重工業株式会社 H-IIAプロジェク
トマネージャの矢花純氏には、ご多忙の中、講演
に同席していただき、共に H-IIA ロケットの歩
みを振り返ることができましたことに、改めて感
謝申し上げます。

©JAXA

図–10　液体ロケット技術の集大成としてのH 3ロケット

©JAXA

注2：	‌�H‒IIA ロケット50号機SPECIAL SITE	
「COLUMN ～私とH‒IIAロケット～」
https://www.rocket.jaxa.jp/rocket/ 
h2a/f50_special/column/voice/ 
m-kawakami.html
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成田国際空港
第8貨物ビル建設
最新の自動化設備を備えた日本最大級の貨物上屋誕生へ

成田国際空港株式会社（NAA）
貨物営業部  貨物営業グループ  アシスタントマネージャー

坪田 健志

はじめに
　成田国際空港（以下、成田空港）は、1978 年
の開港以降現在に至るまで、国際航空貨物取扱量
は常に世界の空港の中でトップ 10 にランクイン
しており（表 1）、日本の空港の中では、約 6 割の
シェアを誇っています（図 1、2）。また、海外との
貿易は空港のほか、港湾でも行われておりますが、
日本全国の港湾を含めても 2024 年の貿易額（輸
出入）は名古屋港等をおさえ第 1 位です（表 2）。
身の回りにあるスマートフォンや衣服、スーパー
で売られている生鮮品等、航空機を使って運ばれ
ている商品や製品は数多くあります。そういう意
味で、島国である日本にとって海外との貿易は必
須である中で、成田空港は日本の人々の生活を支
える重要インフラであると言えます。

なぜ第8貨物ビルを建設することに
なったのか
　このように成田空港の国際航空貨物取扱量は、
日本経済の成長と共に増加の一途を辿ってきまし
たが（図 3）、現在の貨物地区は、老朽化・分散 
化・狭隘化といった大きな課題を抱えています。
貨物施設（上屋）※1は貨物需要が増えてきたタイ
ミングで都度増築し、航空会社や上屋会社にご利
用いただいてきました。それを繰り返してきた結
果、開港から 46 年経った現在、施設は古く（老
朽化）、自社上屋が至るところに点在してしまっ
ており（分散化）、且つ上屋を増築できる土地も
なくなっていました（狭隘化）。一方で、昨今様々
な業界で人手不足が生じておりますが、成田空港
も例外ではなく、従業員の定着化及び満足度向

※1	 ‌�上屋（うわや）は単なる倉庫ではなく、物流拠点において、受け入れた
り送り出したりする貨物を一時保管したり、荷捌きしたりする施設。



2026年 新春号　　　17

成田国際空港
第8貨物ビル建設
最新の自動化設備を備えた日本最大級の貨物上屋誕生へ

成田国際空港株式会社（NAA）
貨物営業部  貨物営業グループ  アシスタントマネージャー

坪田 健志

表 1●ACI空港ランキングの推移（国際航空貨物取扱量）

＊JFK：ジョンＦケネディ空港（ニューヨーク） （出所：ACI Annual World Airport Traffic Report）

図 1● 国内空港における国際航空貨物取扱量シェア推移（出所：財務省貿易統計）
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上、働きやすい環境整備や夏場の熱中症対策等、
課題は山積しております。
　そのような中で、2019 年に既存の貨物地区に隣
接した広大な土地を購入できることになり（図 4）、
成田空港の貨物地区が抱える様々な課題を解決す
べく、日本最大級の新しい上屋を作るプロジェク
トが立ち上がりました。

どのように建設を進めたのか
　成田空港では、上屋の建設・運用については、
基本的な考え方として、大家である成田国際空港
株式会社（NAA）が建物を建設し、それをお客様

（航空会社や上屋会社等）と契約しご提供する（実
際に運用してお使いいただく）というスキームを
採用しています。
　新上屋への入居会社の選定において、社内で多

くの議論を行いつつ、航空会社や上屋会社とニー
ズ等の調査や協議を重ねた結果、上屋が分散化し
てしまっている状況を大きな課題と認識されてい
た全日本空輸株式会社様（ANA様）より「自社
上屋を 1 カ所に集約できることは ANA として悲
願。既存の第 7 貨物ビルと隣接する第 8 貨物ビル
に上屋を集約するという大きな目的に向けて一緒
に取り組んでいきたい」と申し出があり、そこか
ら ANA 様と長期にわたる検討が始まりました。
　最初は建物の形・大きさ、トラック等の駐車場
数といった必要な施設及び規模の洗い出しから計
画が始まりました。市中に物流倉庫は多々ありま
すが、そのような物流倉庫が取扱う貨物は、E コ 
マース商材でかつ小型貨物であるケースが多い一
方、飛行機に搭降載される貨物は大小形も様々で
あることから、単純に物流倉庫の事例を参考に建

図 2● 国内主要空港 2024年実績（金額ベース）（出所：財務省貿易統計）

表 2● 国内上位 5港 2024年実績（航空・海上）
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図 3●国際航空貨物取扱量推移（暦年）

図 4● 第 8貨物ビルおよび貨物エリア

（万トン）
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設するわけにはいきません。ANA 様は、日本は
もとより世界中の空港で貨物をハンドリングされ
ていますので、関係者と共に海外空港の最先端の
上屋の視察を行い、第 8 貨物ビルにおいてどう
いった最先端技術を取り入れるか、どんな内装に
するか等様々な視点から検討を深度化していきま
した（図 5、6）。

どんな施設になったのか
　成田空港として特に注力すべき貨物は、継越

（トランジット）貨物です。開港当初のサプライ
チェーンは主に国内で完結し、日本発・日本着の
直送貨物も多かったのですが、ここ数年はサプラ
イチェーンのグローバル化・複雑化が進み、災害
やパンデミック等の「不確実性」に対応するため、
強靭性と俊敏性が重視されています。結果、日本
企業の海外への生産拠点移転等により直送貨物の
需要増が期待できないことから、日本を代表する
国際物流拠点である成田空港として、今後成長が
見込まれる北米とアジア間のトランジット貨物の
取り込みが重要だと考えております。
　トランジット貨物のオペレーションとしては、
まず海外から成田空港に到着する貨物は、日本を
目的地とする貨物や第 3 国が目的地のトランジッ
ト貨物等がバラバラに混在して ULD（Unit Load 
Device）（図 7）に積み付けられているため、飛
行機から取り卸された ULD は一度輸入上屋へ引
き込みます。そして ULD を解体した後、トラン
ジット貨物は輸出上屋へ搬送（トラックやフォー
クリフトにて横移動）して、輸出上屋にて ULD

図 6●建設中の第 8貨物ビル

図 5● 第 8貨物ビルの全体像（パース）
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へ積み付け直し、再度飛行機へ搭載するという流
れになっています。
　今まではこの輸入上屋と輸出上屋が別の建物で
分散化していたことから、この横移動が生産効率
の低下の一因となっており、第 8 貨物ビルについ
てはこうした課題を解決すべく、輸出も輸入も両
方ハンドリングできるよう敢えて巨大な上屋にな
るよう計画・設計※2をしました。
　第 8 貨物ビルにおいて特に注力したのが「自動
化・省人化」です。冒頭で触れたとおり、航空業
界においても人手不足問題は重要な課題であるた

め、どうしても人の手で作業しなければいけない
作業を除き、極力自動化・省人化するべく、数多
くのベンダーに相談しつつ、現場での実証実験 
を行う等最新鋭の自動化設備の検討を進めて参 
りました。結果として、輸出エリアについては、
無人搬送車（AGV：Automated Guided Vehicle）

（図 8）や飛行機に搭載する前の状態の ULD を保
管し、必要になったタイミングで自動で搬送され
るコンテナ搬送システム（CHS：Cargo Handling 
System）（図 9）を導入し、輸入エリアでは、到着
した貨物が荷受人のトラックに搬出されるまでの

※2	 ‌�鉄骨造2階建て、延べ床面積約6.1万平方メートル、上屋面積は約3.8万平方メートル

図 8● 無人搬送車（AGV：Automated Guided Vehicle）

図 7
ULD（Unit Load Device）
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間、貨物を保管しておく自動高層ラック（BHS：
Bulk Handling System）（図10）や無人搬送フォー
クリフト（AGF：Automated Guided Forklift） 

（図 11）を導入するなど、貨物の搬送・蔵置作業
の自動化を実現致しました。
　一方、物流業界を取り巻く環境は日々刻々と 
変化しており、多様化する輸送ニーズへの対応 
も行う必要がありました。元々成田空港内にも温

度管理が必要な医薬品や生鮮品等を取り扱う施設
はありましたが、第 8 貨物ビルの建設を機に、第
8 貨物ビル内にも冷凍・冷蔵・中温の 3 温度帯に
対応した医薬品専用庫（図 12）や、IATA CEIV 
PHARMA※3に準拠し、専門の教育を受けたス
タッフによる医薬品専用ハンドリングを実施する
ことで、荷主様からの多様化する輸送ニーズに対
応できるように施設面からも取り組みました。こ

図 10●自動高層ラック（BHS：Bulk Handling System） 図 11●無人搬送フォークリフト（AGF：Automated Guided Forklift）

※3	 ‌�IATA（The International Air Transport Association；国際航空運送協会）が策定した医薬品の航空輸送に
関する品質認証プログラムであり、GDP（適正物流基準）に適合した国際統一基準により、医薬品輸送に
おける安全性、セキュリティ、コンプライアンス、効率性を確保していると認められた会社に与えられる。
ANA様は2017年に日本の航空会社として初めて IATA CEIV PHARMA認証を取得。

図 9●コンテナ搬送システム（CHS：Cargo Handling System）
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のほか、輸送される動物へのストレスを軽減する
専用の保管施設も整備しております。
　また、従業員の皆様が「働きたい！」と思える
環境整備にも注力し、従来の貨物地区とは一線を
画すような内装を意識しました。例えば、エント
ランスには第 8 貨物ビル模型（1/200 スケール）
や ANA様にご提供いただいた B777F 型機の巨
大モデルプレーン（1/50 スケール）を多くの植
栽とともに配置（図 13）、B767F 型機のリアルス
ケール壁画（図 14）をレイアウトして、日本を代
表する海外との表玄関である空港で働いていると
いう誇りを感じながら、落ち着きも感じられるよ

うな内装としました。
　加えて、上屋は基本的には 24 時間稼働してお
りますので、従業員の皆様への利便性も踏まえ、
24 時間営業且つ完全キャッシュレスのコンビニ
の誘致も実現しました。 
　さらには、夏場の上屋内は想像を超える酷暑と
なるため、従業員の皆様の熱中症対策として、屋
根の折半を二重にするダブル折半工法を採用する
とともに、上屋内の空気の循環を促進するため、
約 7～9 m の巨大シーリングファンを天井各所に
設置するなど（図 15）、上屋内の気温上昇を抑制
する取り組みも行いました。

図 13●  エントランスにはB777F型機の 1/50模型や 
第 8貨物ビル模型（1/ 200スケール）を配置

図 14●エントランスにあるB767F型機のリアルスケール壁画

図 12●冷凍・冷蔵・中温の 3温度帯に対応した医薬品専用庫



24　　　AIR FORUM「航空と文化」

サステナビリティへの取り組みについて
　環境への配慮も大切なポイントで、成田空港と
しては、脱炭素社会の実現を軸として、2050 年
度に向けた取り組みの方向性を示す「サステナブ
ル NRT2050」を策定しております。NAAグルー
プとしての対応はもとより、ステークホルダーの
皆様との連携を強化し、成田空港のすべての関係
者とともに気候変動への対応に取り組んでいると
ころであり、建築物のカーボンニュートラル化及
び ZEB 化（Net Zero Energy Building）※4を目指
しております。
　そのような中、第 8 貨物ビルに係る省エネへの
取り組みとしては、断熱性の高い建材や超高効率

の空調設備の採用、有圧換気扇（普通の換気扇よ
りも強力）による空気の循環等を実施しました。
　また、約 2 M

メガ

W
ワット

（戸建て約 500 戸相当）を発電
できる大規模な太陽光発電パネルを成田空港とし
て初めて整備し（図 16）、省エネだけでなく創エ
ネも実現した結果、第三者機関から、「設計一次
エネルギー消費量 46％削減」が認められ、「ZEB 
Oriented※5」認証も取得致しました。

貨物地区への新たなアクセスゲート新設
　第 8 貨物ビルは貨物地区の一番奥に位置し、既
存の貨物ゲートからは遠く不便であったため、千
葉県や周辺市町・関係団体の皆様のご協力も得つ
つ、第 8 貨物ビルに隣接する県道から最短ルート

図 16
大規模な太陽光発電パネルを成田空港として 
初めて整備

図 15
約 7～9 mの巨大シーリングファンを
天井各所に設置
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で第 8 貨物ビル近傍へアクセスできる道路整備を
行い、貨物地区への出入口（ゲート）も新設しま
した（図 17）。
　こうして第 8 貨物ビルは、成田空港が抱えてい
た各課題に対してサステナビリティへの取り組み
も意識しながら、最新鋭の自動化設備を導入し、
従業員の皆様が少しでも使いやすいような、理想
的な上屋を目指して建設されました。

第8貨物ビルは今後どんな役割を 
果たしていくのか
　NAA は『成田空港第 2 の開港プロジェクト』
の一環として、2030 年代初頭に、成田空港の東
側に新貨物地区を新設することを公表していま
す。第 8 貨物ビルは、土地の購入から工事完成に
至るまで約 5 年間のプロジェクトでしたが、新貨
物地区は土地の購入・造成からのスタートであ
り、数多くの上屋やそれに付随する建物を全て一
から作るプロジェクトになります。そういう意味
では、新貨物地区を含めた『成田空港第 2 の開港
プロジェクト』の実現は壮大なプロジェクトで、
全社一丸となって進めていくことになります。
　第 8 貨物ビルは、現在の成田空港の競争力強化
に寄与し、航空物流拠点としての価値を高める存
在になると期待している一方で、これから進める

新貨物地区の構想を深度化するにあたって、まさ
に試金石となる重要な役割を果たすと考えており
ます。

図 17●新ゲート（北部貨物ゲート）

※4、5	 ‌�ZEB（Net Zero Energy Building）は、快適な室
内空間を実現しながら、建物で消費する年間の一
次エネルギーの収支をゼロにすることを目指した
建物。ZEB Oriented は、延べ面積が10,000 m2
以上の建物において、基準一次エネルギー消費量
から用途毎に40％以上もしくは30％以上省エネ
ルギーを実現した建物のこと。



令和7年度

　2025年9月24日午後1時45分から東京新橋の航空会館において、令和7年度「空の日」日本航空協会表
彰式が開催され、日本航空協会賞と日本記録証の授与および国際航空連盟（FAI）賞の伝達が行われました。
受賞された方々にあらためてお祝い申し上げますとともに、当日、表彰式および祝賀会にお越しいただいた
方々に御礼申し上げます。
　受賞された方々を以下にご紹介いたします。

26　　　AIR FORUM「航空と文化」

航空スポーツ賞贈呈、日本記録証授与および FAI 賞伝達
のプレゼンターは日本航空協会副会長・進俊則が務めま
した。写真は柳下愛風さんに、青少年航空宇宙絵画国際
コンテスト日本航空協会会長賞を贈呈する様子

航空亀齢賞、航空功績賞および空の夢賞のプレゼンター
は日本航空協会会長・植木義晴が務めました。写真は前
田伸二さんに、空の夢賞を贈呈する様子
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伊
い

藤
と う

　源
もと  つぐ

嗣 氏

1936（昭和 11）年生まれ
元石川島播磨重工業株式会社（現 株式会社 IHI）代表取締役会長
V 2500エンジンの国際共同開発を通じて、我が国の航空エンジン産業の飛躍的発展に寄
与されるとともに、学術活動と人材育成に多大なる貢献をされました。

吉
よ し

川
か わ

 謙
け ん

三
ぞ う

氏

1936（昭和 11）年生まれ
元全日本空輸株式会社 常務取締役
全日本空輸の国際線定期便就航を実現させ、国際航空事業の発展に大きく貢献されると
ともに、国際流動の拡大と日本経済の発展に大きく寄与されました。

西
に し

岡
お か

 喬
たかし

氏

1936（昭和 11）年生まれ
元三菱重工業株式会社 代表取締役会長
国産航空機開発の礎を築き、また大型旅客機の国際共同開発を通じて、我が国航空産業
の発展に多大な貢献を果たされるとともに、技術革新と国際的地位の向上に尽力されま
した。

柳
やなぎ

田
だ

 邦
く に

男
お

氏

1936（昭和 11）年生まれ
ノンフィクション作家
長年にわたり航空に携わるノンフィクション作家の第一人者として、執筆や講演活動を
通して、安全啓発を行うとともに、日本航空安全アドバイザリーグループ座長として、
安全基盤の構築に多大な貢献をされました。

航空亀齢賞 長年にわたり航空宇宙の発展に尽力され、かつ数え年 90 歳になられた方に長寿を祝福する賞です

日本航空協会賞
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祝辞を述べる日本航空協会会長・植木義晴受賞者を代表して鈴木真二氏にお言葉を
頂戴しました。

航空功績賞 航空宇宙に関する文化、科学技術および事業等の発展に著しく寄与された方やグループに贈る賞です

伊
い

東
と う

 信
し ん

一
い ち

郎
ろ う

氏

1950（昭和 25）年生まれ
前 ANAホールディングス株式会社 代表取締役会長
卓越した指導力を発揮し、公共交通機関の使命と責務を果たし、航空安全と信頼を確立
されるとともに、航空事業の発展と日本経済の成長に大きく貢献されました。

鈴
す ず

木
き

 真
し ん

二
じ

氏

1953（昭和 28）年生まれ
東京大学名誉教授
航空宇宙分野における第一人者として卓越した研究成果を挙げるとともに、横断的な連
携強化の推進と次世代の人材育成に尽力され、航空宇宙産業の発展に大きく貢献されま
した。

藤
ふ じ

野
の

 道
み ち

格
ま さ

氏

1960（昭和 35）年生まれ
元ホンダエアクラフトカンパニー社長兼CEO

小型ビジネスジェット機ホンダジェットの開発責任者として、革新的な航空機設計によ
り、世界の航空技術の発展に多大な貢献をされました。
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国土交通省航空局長 宮澤康一様より祝辞を
頂戴しました。

成田空港第 8 貨物上屋プロジェクト

先進技術による効率化と省力化を推進し、成田空港の航空貨物取扱能力を飛躍的に向上させ、我が国航空物流の
国際競争力の強化に大きく貢献されました。

空の夢賞
航空宇宙に対する夢や希望を与え、または明るい話題を提供するなどユニークな貢献をしたとして
日本航空協会表彰に値する者またはグループに、航空宇宙諸般の進歩発展に寄与するチャレンジを
応援する意味合いを含めて贈る賞です

前
ま え

田
だ

 伸
し ん

二
じ

氏

1979（昭和 54）年生まれ
エアロ・ジパング・プロジェクト代表
隻眼のパイロットとして、地球一周単独飛行を実現されました。その果敢なる挑戦と講
演活動を通じて力強いメッセージを発信され、多くの人々に勇気と夢を追う力を与えら
れました。

成田空港第 8貨物上屋プロジェクトの皆様
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伊
い

藤
と う

 寛
ひ ろ

規
き

氏

1989（平成元）年生まれ
2025年 8月に、ルーマニア ピテシュで開催された模型航空世界選手権ラジオ
コントロールヘリコプター（F 3C）種目において優勝し、世界選手権者となら
れました。

模型航空世界選手権ラジオコントロール 
ヘリコプター（F3C）日本代表チーム

·団長 兼 選手

　澤
さわ

村
むら

 寧
やす

一
いち

 氏
·選手

　磯
いそ

  匡
まさ

敏
とし

氏／鬼
おに

澤
ざわ

 一
かず

史
ひと

 氏

2025年 8月に、ルーマニア ピテシュで開催された模型航空世界
選手権ラジオコントロールヘリコプター（F 3C）種目において
団体優勝されました。

板
い た

垣
が き

 直
な お

樹
き

氏

1963（昭和 38）年生まれ
2025年７月に、スペイン アジェールで開催されたハンググライディング世界選手権
Class 5種目において優勝し、世界選手権者となられました。

橋
は し

本
も と

 勇
ゆ う

希
き

氏

2007（平成 19）年生まれ
2024年秋に、中国杭州で開催された模型航空世界選手権 F 9Uおよび F 9U Junior 
ドローンレーシング種目において優勝し、世界選手権者となられました。

航空スポーツ賞 航空スポーツのFAI世界記録を樹立し､ または同世界選手権者となった方やグループに贈る賞です
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国際航空連盟（FAI）は、1905 年に設立されたスイスに本部を置く国際組織で、世界選手権や世界記録の公認および航空スポー
ツの分野で功績のあった個人、団体の表彰などを行っています。日本航空協会は日本唯一の FAI 正会員として、日本選手権の
開催や日本記録の公認、世界選手権への日本選手団派遣、航空スポーツ功労者の FAI への表彰推薦を行っています。

国際航空連盟（FAI）賞

平
ひ ら

澤
さ わ

 浩
ひ ろ

子
こ

氏

1951（昭和 26）年生まれ
長年にわたり関東地区のクラブや団体の組織作りに尽力するとともに、日本マイクロラ
イト航空連盟理事長の要職を務め、日本選手権の開催やパイロットや指導者の技術と安
全に対する意識の両面から安全啓発に取組むなど、マイクロライトプレーンの普及振興
に貢献されました。

ポール ティサンディエ ディプロマ
FAI の事務局長を務めたポール・ティサンディエ氏に因んで制定された賞で、
航空一般、特に航空スポーツ発展のために献身的努力を傾注し、団体組織
等で指導的役割を果たし、その業績が顕著である個人に授与される賞です

市
い ち

吉
よ し

 三
さ ぶ

郎
ろ う

氏

1946（昭和 21）年生まれ
35年にわたり当該委員会総会に日本代表委員として参加し、貢献されました。

ハンス アケルシュテッド アワード FAI 国際気球委員会/CIA 総会に 25 年以上にわたり参加し、貢献した個人
に贈られる賞です

櫻
さくら

井
い

　玲
れ い

子
こ

氏

1962（昭和 37）年生まれ

種目：  グライダー（滑空機）
DO級：  女性
500 km往復コース速度：137.04 km/h
飛行年月日：2024年 12月 24日
飛行場所：ナミビア共和国

航空スポーツにおいて過去１年間で樹立・更新された日本記録証の授与を行いました日本記録証
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井
い の

上
う え

 善
よ し

雄
お

氏

1949（昭和 24）年生まれ
2012年より日本滑空協会の常務理事等や日本学生航空連盟の要職を務められました。
特に 2014年より毎年開催されている埼玉スカイスポーツフェスタでは、企画から実施
に至る全てを指導し、各航空スポーツの連携と広く社会に航空スポーツを周知すること
に貢献されました。また、1974年より教官として、後進の学生パイロットの育成に尽力
されました。

青少年航空宇宙絵画国際コンテストにおいて、最も優れた成績を収めた方に贈る賞です

青少年航空宇宙絵画国際コンテスト日本航空協会会長賞
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氏

2009（平成 21）年生まれ
青少年航空宇宙絵画国際コンテストにおいて、最も優れた成績を収められました。

吉
よ し

野
の

 浩
ひ ろ

清
き よ

氏

1964（昭和 39）年生まれ
2015年より日本気球連盟の理事を務められ、2009年よりインストラクターとして訓練
講習会を開催し学生パイロットの育成や、飛行エリアの環境整備と維持に尽力されまし
た。
また、2011年の東日本大震災で被災した東北地方において、熱気球を用いた復興支援活
動を行うなど、熱気球の普及振興に貢献されました。

FAI エア スポーツ メダル 航空スポーツに関連した FAI 委員会業務、競技会運営、若年層の教育訓練等に顕著な 
功績や貢献があった個人または団体に贈られる賞です

記念祝賀会には約 180名の方々にご参加いただきました。
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　日本航空協会は、歴史的文化的に価値の高い航
空遺産の意義を広く皆様に知っていただくととも
に、後世に遺していくための一助となるべく2007
年に「重要航空遺産認定制度」を定めました。
　「重要航空遺産」の認定に当たっては、以下の
3つの要件を満たしていることを条件とし、航空
遺産継承基金の専門委員会での審議を経て認定し
ています。

1．  航空史または航空技術史の上で意義を有す
ること

2．  歴史的情報を留めた固有の状態を保持する
など文化史的価値を有すること

3．  現存する資料数が極めて少ないなど、希少
性が高いこと

　2008年から 2024年までに 12件の重要航空遺
産を認定しています。詳細はホームページをご参
照ください。

　この度、局地戦闘機「紫電改」（紫電改展示館
に展示）と低騒音 STOL実験機「飛鳥」（岐阜か
かみがはら航空宇宙博物館に展示）を新たに重要
航空遺産として認定しました。
　局地戦闘機「紫電改」の認定証贈呈式は 2025
年 7月 25日（認定日）に、紫電改展示館（愛媛
県愛南町）で開催されました。式では、愛媛県・
中村時広知事に日本航空協会・植木義晴会長から
認定証と記念プレートを贈呈しました（写真❶）。
　低騒音 STOL実験機「飛鳥」の認定式は 2025
年 10月 25日（認定日）に、岐阜かかみがはら航
空宇宙博物館（岐阜県各務原市）で開催されまし
た（「飛鳥」の初飛行から 40周年となるタイミン

グでした）。式では宇宙航空研究開発機構（JAXA）
航空技術部門長代理・伊藤健様に認定証を、各務
原市・浅野健司市長に記念プレートを日本航空協
会・植木義晴会長から贈呈しました（写真❷）。

❶  左から日本航空協会・高田直人専務理事、南レク株式会社・片岡
正雄社長、日本航空協会・植木義晴会長、愛媛県・中村時広知事、
愛南町・中村維伯町長、愛媛県・中田晃太郎県会議員

❷  左から、岐阜県商工労働部・郷泰彦次長、JAXA航空技術部門・
伊藤健部門長代理、日本航空協会・植木義晴会長、各務原市・
浅野健司市長、空宙博・井川孝明副理事長

新たな重要航空遺産の認定について
局地戦闘機「紫電改」と低騒音STOL実験機「飛鳥」
日本航空協会 航空遺産継承基金事務局

https://www.aero.or.jp/isan/heritage/
aviation-heritage.htm

（岐阜かかみがはら航空宇宙博物館提供）
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所 有 者 愛媛県
展示場所 紫電改展示館（愛媛県愛南町）
認定理由 局地戦闘機「紫電改」（以下、紫電改）は日本で開発・
設計された層流翼と自動空戦フラップを装備し、日本の航空エ
ンジン開発の集大成とも言える「誉」エンジンを搭載しており、
第 2次世界大戦中における日本の航空機開発の到達点の一つで
ある。「紫電改展示館」に保存されている本機は、国内で唯一
展示されている紫電改であり、海没による損傷が見られるが、
オリジナルの部分を残すことに注意が払われた修復が行われて
おり、文化財的価値は高い。以上の点から、本機は貴重な航空
遺産と言える。

機体から取りはずされた燃料タンク（ゴムで被覆され 
ている）も展示されている

各舵面の羽布は海没している間に失われ、フレームのみの状態で展示されている

曲がったプロペラは、1945年の不時着水を伝えている

局地戦闘機「紫電改」
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所 有 者 宇宙航空研究開発機構（JAXA）
展示場所   岐阜かかみがはら航空宇宙博物館 

（岐阜県各務原市）
認定理由 科学技術庁航空宇宙技術研究所（現 JAXA）が国
内航空機メーカの協力を得て開発した低騒音STOL実験機
「飛鳥」は、短距離離着陸技術やコンピュータによる飛行
制御技術などを飛行実証し、STOL機開発に必要な設計資
料等を取得した。これら新技術は後の国産機開発に大きく
貢献した。また、搭載された純国産ファンジェットエンジ
ン FJR710エンジンの技術は、後の国際共同開発エンジン
に参加する礎を築いて、日本の航空技術の発展に大きく貢
献した。「飛鳥」は 1機だけが製造された希少な存在であ
り、飛行実験当時の状態をよく残している。これらのこと
から、本機は極めて貴重な航空遺産といえる。

低騒音STOL実験機「飛鳥」

操縦席中央には様々なレバーが並ぶ。左上に突出した FPCレバー
は、STOL実験機ならではの特徴

博物館の 2階からの見学もお勧め

（岐阜かかみがはら航空宇宙博物館提供）

初飛行40周年記念企画展
「飛鳥」図録

1月12日まで開催された企画展の図録で
す。「飛鳥」の全貌を知るには欠かせない
1冊でしょう。岐阜かかみがはら航空宇
宙博物館ミュージアム
ショップとオンライン
ショップで販売中です。
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　航空神社は 1931年に飛行館の屋上に建立され、1983年に航空会館（1978年に飛行館から建替）
の屋上に遷座し、現在に至っています。毎年、航空宇宙関係者や旅行者の安全を祈願する新年祭 

（1月）と例大祭（9月）を行っており、「航空の安全＝落ちない」ということで安全祈願だけでなく、
合格を祈願される多くの方にご参拝いただいております。
　航空神社では 2023年から御朱印の授与を始めましたが、このたび、新たに御朱印帳、フライト
タグ型御守、フライトタグ記念品をご用意いたしました。
　いずれも、航空会館 6 階「航空図書館」にて授与・販売しております。
　（図書館開館時間：平日 10:00〜17:00）
　なお、御朱印帳（ポケットタイプ）とフライトタグ記念品（航空神社×ANA）は ANAワクワク
ショップのウエブサイトからも購入可能です。

直接御朱印を書き込めるジャバラタイプと書置き御朱印を納めやすいポケットタイプの2種類をご用意しました。
表紙には彩雲（日本の古来からの吉祥）の上を高く飛んで宇宙まで皆様のご活躍が広がることを祈念するデザイン
を、裏表紙には1930年代の飛行館の屋上の航空神社で神事が行われている写真を配しました。
本御朱印帳を旅のお供として、皆様が各地を訪問されて安全に、そして良い想い出を重ねられる事を願っております。

⃝サイズ：縦18cm×横12cm
⃝ジャバラタイプ：20折・40面
⃝ポケットタイプ：20枚収納可能
⃝表・裏表紙素材：環境にやさしいMDF合板を使用
⃝価格：3,500円（税込）

表紙と裏表紙

御朱印帳

裏表紙の飛行館の写真
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航空神社の御守を、フライトタグの形でデザインしました。お手持ちのバッグやスーツケースにも取り付けやすく、
航空安全災難除け・旅行安全・交通安全を祈願しております。

航空神社とANAおよび航空神社とJALがコラボレーションして製作した特別な
フライトタグです。※こちらは御守ではないため、御霊入れは行っておりません。

⃝サイズ：3cm×14cm
⃝白／紺／黄／青の4色
⃝初穂料：各1,500円（税込）

⃝サイズ：約3cm×14cm
⃝価格：1,500円（税込）

https://anamall.ana.co.jp/shop/g/g0009-0107/

御朱印帳

https://anamall.ana.co.jp/shop/g/g0009-0028/

フライトタグ記念品

フライトタグ型御守

フライトタグ記念品（航空神社×ANA、航空神社×JAL）
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航空図書館だより 推薦図書

❶  フライガールズ 
逆境を乗り越えた五人の女性パイロット 
（キース・オブライエン著，小林政子訳／国書刊行会）
❷  初飛行40周年記念企画展「飛鳥」 
（公益財団法人 岐阜かがみはら航空宇宙博物館）
❸  とびたくないヒコーキ ポッポ 
（絵羽 のりこ作／WCC 365＋1 label）
❹   チ。—地球の運動について—   1～8巻、Ｑ集 
（魚豊作・画／小学館）
❺  軍用機の誕生  日本軍の航空戦略と技術開発 
（水沢光著／吉川弘文館）

❻  宇宙飛行士が教える地球の歩き方 
（クリス・ハドフィールド著，千葉敏生訳／早川書房）
❼   世界の絶景空港撮りある記 
ギネス認定カメラマンが各国を歩いた、撮った !
（チャーリィ古庄著／イカロス出版）
❽  Flight: The Complete History 
（R.G. Grant著／DK Publishing）
❾   ビジネスジェットから見る現代航空政策論   
日本での普及に向けた課題（戸崎肇著／晃洋書房）

❿   四月十六日の出撃 
沖縄に散ったある特攻隊員の足跡（小暮達夫著）

新着図書案内

航空運航指令室
（西尾秀樹著）
発行所：成山堂書店，定価：1,980円（税込）

　これまであまり語られることのなかった航空機の
運航管理部門の業務を、実際の事例を交えて紹介す
る書籍。気象状況の確認やダイバート（目的地空港
の変更）、引き返しなど、航空会社はどのように検討
し、決定しているのか。大雪や台風などの悪天候、
航空機事故後の大量欠航、さらには東日本大震災の
ような大規模災害といった重大なイレギュラーから、
日常的な乗客の搭乗遅延に至る
まで、航空機の運航を支える『オ
ペレーション・コントロール・
センター（OCC）』では、どの
ような判断と対応が行われてい
るのか。航空運航指令室＝OCC
の役割や業務内容、意思決定の
プロセスを、わかりやすく解説
する。 〈出版社より〉

ビジュアル NASA図鑑　宇宙開発 65年の全記録
（ビル・シュワルツ著，岡本由香子訳）
発行所：日経ナショナルジオグラフィック，定価：3,960円（税込）

　貴重なアーカイブから最新の研究まで、NASA の
宇宙開発のすべてを記録したビジュアルブック決定
版！宇宙開発競争を指揮するジョン・F・ケネディ大
統領の有名なスピーチ全文、アポロ計画、月面着陸、
スペースシャトル、国際宇宙ステーションなど、多
くの挑戦と成功と失敗を貴重な図版や当時の写真、
そして文章で紹介。1958 年の
創設からジェイムズ・ウェッ
ブ宇宙望遠鏡まで、65 年にわ
たる宇宙開発の全記録をカ
ラー写真 197 点、モノクロ写
真 39 点で網羅。常に挑み続
ける NASA を知ることがで
きるベストブックです。

〈出版社より〉

ズーミング！　ヘリコプター
（青木謙知 /石原肇監修，SUBARU/岩手県警察航空隊協力）
発行所：秀和システム新社，定価：2,200円（税込）

　ヘリコプターは、警察や防災、救急医療など、私た
ちの暮らしを支える多くの場面で活躍しています。本
書では、「ヘリコプターはどうやって空を飛ぶの？」

「タイヤがないのに地上でどう動くの？」「どこで造ら
れているの？」など、子どもた
ちが抱く素朴な疑問 20 項目に
ズーム写真とわかりやすい文章
で答えます。飛行の仕組みから
構造、整備・運航までを幅広く
紹介し、ヘリコプターの魅力と
しくみを楽しく学べる一冊です。
学校の調べ学習や自由研究にも
ぴったりです。 〈出版社より〉

航空の二〇世紀
（高田馨里編著）

発行所：日本経済評論社，定価：6,600円（税込）

　1920 年代以降、航空技術の発展を前に、世界中の
人びとが熱狂しました。世界的な「航空熱」の時代
です。本書はまず、社会・文化的な側面から各国の
熱狂の様相をよみときます。1930 年代後半以降、熱
狂は「戦争熱」へと転化していきます。航空機への
熱狂はいかに戦争に「動員」されたのでしょうか。
最後に、冷戦期の「空の帝国」アメリカ、航空（宇宙）
大国化を遂げるソ連、両国の支
援を受けた南アジアの空軍／民
間航空の発展を論じ、民間航空
の再出発によって訪れた新時代
を捉えます。日本・アジア・欧
米の近現代を、航空、民間／空
軍、平和／戦争、ジェンダーと
いった視点から捉える、重厚で
刺激的な一冊です。 〈出版社より〉
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写真アルバム公開のお知らせ

　協会ホームページの航空遺産継承基金ギャラリー
に「航空史黎明期写真アルバム―佐貫亦男コレク
ション」を追加しました。航空黎
明期の鮮明で貴重な写真が多数収
められていますので是非ご覧くだ
さい。

航空神社の灯籠点灯のお知らせ

　このほど航空神社（航空会館屋上）の灯籠の修理
を行い、平日の夕暮れから 20 時まで点灯すること
といたしました（土日祝日の参拝は 17 時まで）。昼
間とは違う雰囲気の航空神社をご覧いただけますの
で、お近くにお越しの際にはお立ち寄りください。

出版物のご案内

◆数字でみる航空 2025
　2025 年 9 月発行
　A6 判／378 ページ
　定価 1, 500円（本体 1, 364円）
　わが国の航空にかかわる基
本的な統計資料をコンパクト
に収録した資料集です。国際
航空、国内航空、航空機、航
空従事者、飛行場、航空機騒
音対策、航空交通管制、航空保安関係施設、航空事
故、無人航空機の統計データ等で構成し、豊富な参
考資料には LCC 旅客数の推移、ビジネスジェット
の発着回数、航空関係用語解説を含みます。まさに
航空業界の代表的ハンドブック！

2026年度「スカイ・キッズ・プログラム」
開催地募集中

　当協会が青少年向けに開催している「スカイ ･
キッズ・プログラム」（2026 年度）の開催地を募集
しています。
　航空スポーツ教室／熱気球、パラグライダー、模
型飛行機の3種目を用いた教室
　どちらも体験と座学（飛行機の歴史や飛行のしく
み等解説）を組み合わせた楽しいプログラムになっ
ています。
※詳細は当協会ホームページをご覧ください。
https://www.aero.or.jp/sports/experience/children-model/
·お問合せ
　日本航空協会 航空スポーツ室
　TEL：03-3502-1203 ／ FAX：03-3503-1375
　e-mail：nac@aero.or.jp

製作機体
「スカイキッズ号」

熱気球係留体験

パラグライダー
ふわり体験
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表紙の写真について
2025年 6月 29日に打ち上げられたH-IIAロ
ケット 50号機の写真です。本文 3ページから
の「H-IIAロケットを振り返って」をご覧くだ
さい。 ©宇宙航空研究開発機構（JAXA）

　2026 年の新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を
申し上げます。
　さて、本号では日本の航空と宇宙の「輸送」を
テーマとする記事が揃いました。
　JAXA の川上道生様には、2025 年 6 月の 50 号
機をもって運用を終了した H-IIAロケットの軌
跡を振り返っていただきました。世界屈指の成功
率 98. 3％を記録したその信頼性がいかに達成さ
れたのかもご紹介いただいています。手前味噌で
すが見開き 2 ページで掲載した打上げシーンは、
ロケット打上げの荘厳さの片鱗をお伝えできたの
ではないかと思います。H-IIA の信頼性は後継
の H3 ロケットへと確実に受け継がれています。
本年は、H3 ロケットによる火星衛星探査計画

（MMX）探査機の打ち上げが予定されています。
日本の宇宙輸送が名実ともに新世代へと完全移行
し、新たな領域を切り拓く飛躍の年となることで
しょう。
　NAA の坪田健志様には、成田空港に新設され
た「第 8 貨物ビル」についてご寄稿いただきまし
た。この物流の新拠点は、単に日本最大級の規模
と最新の自動化設備を備えた施設というわけでは
ありません。なぜなら、成田空港は現在、2030

年代初頭の東側新貨物地区整備を含む「成田空港
第 2 の開港プロジェクト」を推進していて、第 8
貨物ビルでのサステナビリティや働きやすさへの
挑戦は、この空港全体の機能を刷新する壮大な将
来構想に向けた、重要な試金石となるからです。

「成田空港第 8 貨物上屋プロジェクト」が 2025 年
度の「空の夢賞」を受賞されたのも、未来を切り
拓こうとする存在だからです（26 ページからの

「日本航空協会表彰式」の記事をご参照ください）。
　新世代が出揃う宇宙輸送と、さらなる拡張へ向
かう空の玄関口。「空」と「宙」の夢に向かう両
者の物語が、新年の皆様の活力となれば幸いで
す。
　ところで、2026 年の干支は丙午（ひのえうま）
です。馬と航空宇宙の繋がりというと、P-51 マ
スタングといった馬にちなんだ愛称の飛行機を思
い出される方もいらっしゃると思いますが、実は
飛行機が飛び始めて間もない頃（日本では1910年
代）には、もっと直接的な繋がりがありました。
当時、欧米でも日本でも飛行場というものがほと
んどなかったので、競馬場で飛行大会が開催され
ることが多かったのです。今はない目黒競馬場や
鳴尾競馬場、今もある川崎競馬場などで、多くの
日本人が初めて飛行機を目にしたのでした。跳躍
する馬のように、あるいは飛翔する天馬のように、
本年が皆様の飛躍の年になることを祈念いたしま
す。

『航空と文化』編集部

 

 

「⼀般財団法⼈ ⽇本航空協会」への賛助のお願い 

 

⼈類の「空」そして「宇宙」への夢と探求は尽きることがありません。 
航空の時代は20世紀とともに始まり、安全性を⾼めつつ「より速く、より⾼く、
より遠くへ」を⽬指して宇宙へと広がり、社会の発展に貢献してきました。 
 

当協会は1913年、帝国⾶⾏協会として設⽴され、激動の時代にあっても 
航空・宇宙の発展を⽀え、2023年には創⽴110年を迎えました。 

現在は、航空スポーツの普及振興、航空遺産の継承、航空宇宙関係の講演会
開催、機関誌や『数字でみる航空』等の出版、航空宇宙の発展に貢献した  
個⼈・団体の表彰、航空図書館の運営、航空神社の奉賛、航空殉職者のご遺族
に対する育英事業、また、国際線発着調整事務局、｢空の⽇」･「空の旬間」 
実⾏委員会事務局を受託するなど、公益に資する多くの事業に取り組んでおり、 
これらの事業を通じて、航空・宇宙関係者相互の交流啓発を推進し、未来を 
担う世代に対しては、「⻘少年航空宇宙絵画国際コンテスト」や「こども模型
⾶⾏機教室」なども開催し、航空・宇宙への関⼼を⾼める活動も⾏って 
おります。 

当協会は、我が国航空界の先駆けの⽅々から受け継いだ「航空会館」を基本
財産とし、その運⽤収益と、当協会の活動にご賛同いただいている個⼈・法⼈
の皆様⽅からの賛助により事業を⾏っております。 

航空・宇宙の更なる発展のため、是⾮とも当協会賛助員としてご⽀援を 
賜りますようお願い申し上げます。 

 
おお問問いい合合わわせせ：：⽇⽇本本航航空空協協会会賛賛助助員員おおよよびび航航空空ククララブブににつついいてて  

Tel：03-3502-1201 Fax：03-3503-1375 電⼦メール：contact@aero.or.jp  
航航空空遺遺産産継継承承基基⾦⾦賛賛助助員員ににつついいてて  

Tel：03-3502-1207 Fax：03-3503-1375 電⼦メール：isan@aero.or.jp 
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⼀般財団法⼈ ⽇本航空協会 賛助員募集要項 

募集対象 

⼀般財団法⼈ ⽇本航空協会の事業に賛同する法⼈および個⼈の⽅ 
 

賛助⾦（年間） 

 普通賛助（継続賛助員） 航空遺産継承基⾦賛助員 
法⼈ 1 ⼝ 5 万円（1 ⼝以上） 1 ⼝ 6 万円（1 ⼝以上） 
個⼈ 1 ⼝ 1 万 2 千円（1 ⼝以上） 1 ⼝ 1 万 2 千円（1 ⼝以上） 

＊当協会の賛助員規程に基づき、普通賛助の継続賛助員となられた⽅は、 
 航空クラブ会員（法⼈ 1 ⼝ 4 名様まで）にご登録いただけます。 
 詳しくは当協会ホームページ https：//www.aero.or.jp をご覧ください。 

特典について 

航空クラブ会員特典 
・会員限定⾏事へのご参加（参加費をいただく場合もございます） 
  航空クラブ総会・特別講演会・懇親会へのご参加、会員限定の講演会 
  航空関係施設の⾒学会等へのご参加 
・航空クラブサロンの利⽤ 
・同好会へのご参加（囲碁、写真、書道の同好会が活動しています） 
・航空クラブホームページの閲覧 
・当協会機関誌『航空と⽂化』の贈呈 
・航空協会主催⾏事のご案内（「航空と宇宙」講演会のご案内等） 
・航空会館貸会議室室料の割引 
・航空図書館館外貸出登録料の免除（⼀般 4,000 円） 
・当協会発⾏図書の割引販売 

＊賛助⾦は税法上の優遇措置の対象とはなりません 
航空遺産継承基⾦ 賛助員 

（1）航空遺産継承基⾦が発⾏する出版物の贈呈 
（2）当協会機関誌『航空と⽂化』の贈呈 
（3）航空遺産継承基⾦の主催する展⽰会などの優先ご案内 
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日本航空協会　略年表
年 出来事

大正 2 1913 （社）帝国飛行協会発足（翌年財団化）

大正 3 1914 第 1回民間飛行競技会を開催（兵庫県鳴尾競馬場）
大正 8 1919 国際航空連盟：FAIに加盟（19番目の加盟国）
大正 8 1919 第 1回東京～大阪懸賞郵便飛行大会を開催
大正 15 1926 パリ日本大使館にて FAI総会を開催
昭和 15 1940 （財）大日本飛行協会に改組

昭和 20 1945 （財）大日本飛行協会が解散し、（財）逓信科学振興協会が発足

昭和 27 1952 （財）逓信科学振興協会から引き継いで（財）日本航空協会が発足

昭和 30 1955 航空図書館を開設

昭和 31 1956 『日本航空史　明治・大正編』を刊行

昭和 32 1957 航空関係者を表彰する制度を創設

昭和 45 1970 関宿滑空場を開設（平成 15・2003年 NPO法人に移譲）
昭和 50 1975 『日本航空史　昭和前期編』を刊行

昭和 52 1977 埼玉県桶川にてスポーツ航空フライイン '77を開催
昭和 56 1981 第 74回 FAI総会を東京で開催／第 3回ハンググライディング世界選手権開催（大分県

別府市）

昭和 59 1984 模型航空 F1D世界選手権開催（名古屋市）
平成元 1989 第 9回熱気球世界選手権開催（佐賀県佐賀市）／第 1回スカイ・レジャー・ジャパン開

催（埼玉県ホンダエアポート）

平成 4 1992 『日本航空史　昭和戦後編』を刊行

平成 5 1993 女子ハンググライディング世界選手権開催（山形県南陽市）

平成 7 1995 パラグライディング世界選手権開催（福岡県北九州市）／模型航空 F3A・F3C世界選手
権開催（岡山県笠岡市）

平成 8 1996 FAIよりエアスポーツメダル受賞
平成 9 1997 熱気球世界選手権開催（佐賀県佐賀市）

平成 10 1998 フランス航空協会からメダル受賞

平成 12 2000 ジャパン・ソアリングセンター関宿 30周年記念イベント開催（第 12回スカイ・レジャー・
ジャパンと共催）／第 25回パラシューティング世界選手権伊勢志摩大会を開催

平成 13 2001 第 6回ワールド・ゲームズが秋田で開催され航空スポーツとしてパラシューティング競
技を開催

平成 15 2003 模型航空 F3C選手権開催（石川県能登）／創立 90周年記念『航空文化百年展』開催
平成 16 2004 航空遺産継承基金を設立

平成 17 2005 スカイ・レジャー・ジャパン ’05 イン野田を FAI 100周年記念行事として開催
平成 18 2006 第 17回栃木熱気球世界選手権開催（栃木県茂木）
平成 19 2007 重要航空遺産認定制度を設け YS-11輸送機量産初号機、九一式戦闘機を認定
平成 20 2008 国際線発着調整事務局を設置

平成 22 2010 記念誌『日本の航空 100年』を刊行
平成 24 2012 一般財団法人へ移行登記

平成 25 2013 創立 100周年
平成 28 2016 『J-BIRD 写真と登録記号で見る戦前の日本民間航空機◎満州航空・中華航空などを含む』

を出版

令和 5 2023 重要航空遺産として四式戦闘機「疾風」と三式戦闘機「飛燕」を認定
『三式戦闘機「飛燕」二型 6117号機の記録』を出版

令和 7 2025 13、14件目の重要航空遺産として局地戦闘機「紫電改」と低騒音 STOL実験機「飛鳥」
を認定



次のとおり一般財団法人日本航空協会賛助員として申込します。

年度 年度

法人 1口：50,000円 　申込口数　　　　 　口　　、　計　　　　　　　　　　　円

個人 1口：12,000円 　申込口数　　　　 　口　　、　計　　　　　　　　　　　円

法人
1口：60,000円
（月額5,000円）

　申込口数　　　　 　口　　、　計　　　　　　　　　　　円

個人
1口：12,000円
（月額1,000円）

　申込口数　　　　 　口　　、　計　　　　　　　　　　　円

航空遺産賛助員は、年度途中からの申し込みが可能です。賛助会費は月割計算となります。
※活動報告へ賛助員名を記載いたしますので、匿名希望の方はチェック願います。

ふりがな

法人名又は氏名

〒

電話番号

FAX番号

e-mail

ふりがな

代表者氏名

お役職

ふりがな

ご担当者名

部署・お役職

　申込方法 本紙にご記入の上、ご送付願います（e-mail、FAX可）

　　　　　　　　 賛助金を指定口座へお振り込みいただき、ご入金の確認をもって受付となります。

ご請求書が必要な場合は、お手数ですがお申込書送付の際にお知らせください。

　振込先  

振込先： みずほ銀行　新橋支店　普通 　0210535

口座名義： 一般財団法人日本航空協会　　ザイ）ニホンコウクウキヨウカイ

※振込手数料はご負担いただけますようよろしくお願いいたします。

e-mail：contact@aero.or.jp / Tel：03-3502-1201 / Fax：03-3503-1375

一一般般財財団団法法人人  日日本本航航空空協協会会　　賛賛助助員員申申込込書書

　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日

令和

普通継続
賛助員

航空遺産
賛助員

　　□　匿名希望　※

住所

　【お問合せ】　総務室 

法人様記入欄






